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布表面の“ちくちく`性，，に関する客観評価法

松平光男・JackDWatt＊・ＧａｒｔｈＡ・Carnaby＊

ObjectiveEvaluationofFabric

Surface“Prickliness,,

ＭｉｔｓｕｏＭＡＴＳＵＤＡＩＲＡ・JackDWATT＊・

ＧａｒｔｈＡ・CARNABY＊

Abstract

Asbendingstiffnessofafiberisproportionaltofourthpowerofthefiberdiameter,surface
prickleproblemwilloccurifcoarsertypesofwoolfiberssuchasNewZealandCrossbredwool

areusedforapparelproductsSurfaceprickleoffabricscanbepreventedbyfinishing
processesoffabriCs,theevaluationofpricklinessisstilldoneonlysubjectively・Inorderto

findoutobjectiveevaluationmethodofprickliness,aselectionoffabricswithwidelydiffering
numberandstiffnessofprotrudingfiberswasassessedforpricklebothsubjectivelyandby
threepotentialobjectivetechnigues,vis」owpressurecompressiontesting,lasercountingof
protrudingfibersandamodifiedaudiopick-uptechnique・Itwasfoundthattheaudio

techniquewasthemosteffectiveofthoseexploredMeanareaofsignalperimpact（a
parametermeasuredbytheaudiotechnique,thoughttobeindicativeofforcesustainedbya
fiberwhenstylusimpactedwithfiber)wasfoundtocorrelatewell(Ｒ＝0.89)withsubjectively
detelminedrelativedegreeofprickle．

昔はウール繊維によるアレルギーと考えられて

いた。しかし現在では，アトピー性皮膚炎です

らはじめは皮膚への力学的な刺激によって引き

起こされると言われている2)。

ウール繊維による皮膚への刺激に関する生理

学的な知見は乏しく3)，また皮膚刺激の原因と

なる布の特`性に関しても研究はあまり行われて

いない。しかし，太い繊維の存在が’ちくちく

性〃と大きく関連するという研究例がありい，

Garnsworthyら5)は布表面から突出した繊維

で，約１，Ｎ以上の力を支持出来る繊維端が

１緒ロ

皮膚が布に触れる時に生じる不快感の一つに

帆ちくちく感〃があるが，この帆ちくちく感〃

は布の風合いに最も大きな影響を及ぼすとも言

われており')，衣服全体の快適性を左右するこ

とにもなる。剛ちくちく感"はかゆみを伴うこと

が多く，その程度は個人差が激しく，人によっ

ては皮膚の炎症を生じることもある。そのため

ウール製品の剛ちくちく感〃の原因としては，
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ことにより確認した｡わずかの圧力下試験では，

圧縮部の水平性が最も重要となる。

剛ちくちく性〃の原因となると報告している。

ニュージーランドで多数飼育されているクロ

スブレッドの羊毛は繊維径が太く，Ⅲちくちく

性〃の原因となる恐れから，今まではその用途

もカーペット，毛布，カーテン，手編ニット製

品等に限られていた6)。しかし最近，日本繊維機

械学会内にある風合いと計量規格化研究委員会

(ＨESC）とニュージーランド羊毛研究所

(WRONZ)との共同で，クロスブレッドウール

を用いて紳士用夏服地の研究開発が進み，既に

実用段階にまで到達している7,8)。クロスブレッ

ドウールによる咽ちくちく`性〃は布の仕上げ工

程によって，実用上問題ない程度まで抑えられ

ることも既に判明している9)。しかしながら布

の《ちくちく性〃の判定は主観的評価によって

行われているため，判定には多くの時間を必要

とし，判定者の再現性も悪く，判定者間の個人

差も大きいという欠点があった。

本論文は布表面の帆ちくちくＷを客観的に

把握すべく３種類の方法，即ち，低荷重下の圧

縮試験，突出繊維のレーザーカウント，及び改

良オーディオピックアップで検討した結果をま

とめたものである。主観的方法によっても帆ち

くちく性〃を評価し，客観的評価法の可能性に

ついて考察した。

２－２突出繊維のレーザーカウント

布表面に突出している繊維の数をＷＲＯＮＺ

で開発されたレーザー毛羽メーター'2)で測定し

た。本装買はカーペットのパイルより突出して

いる毛羽の定量のために開発されたものであ

る。布の表面と水平にレーザー光を定速で走査

し（20ｃｍ/ｍin)，突出繊維によって妨げられる

回数をカウンターで計数し，レーザー光の総量

（積分値)をデイテクターにより計測する。レー

ザー光の垂直位置は，0.1ｍｍごとに可変であ

る。予備実験により本方法では色の濃い太い繊

維の場合には１本1本を区別してカウント出来

るが，色の薄い細い繊維の場合２－３本以上の

繊維束しかカウント出来ないことがわかった。

また，繊維が重なっている場合にも，区別でき

２実験方法

２－１低荷重下における圧縮試験

低荷重下における圧縮試験にはKES-FB圧

縮試験機'0)を用いた｡但し,低荷重下における精

度を増すため，厚さ１ｍｍのアクリル円板を圧

縮ピストン及び底板に固定することにより，圧

縮部の面積を10倍(20ｃｍ2)に拡大した。この改

良により，薄手布用の高感度条件'1)の１／10の圧

力領域を測定可能とし，１Ｐａ以上の圧縮特性を

厳密に求めることが出来た｡このことにより帆ち

くちく性〃の原因となる太い突出繊維（毛羽）

が曲げられ圧縮される時の力を測定しようと試

みた。アクリル板の水平はブランク試験を行う

FiglAppearanceofWRONZ1aserhairiness
meter．

Detector

LａｓｅｒＢｅａｍ

Ｓｏｕｒｃｅ

ＳａｍｐＩｅｉｌｌｌ

竺二'｣竺薑''三i仁
（２０ｃｍﾉｍｉｎ）

Fig.２Laserhairinessmeterdevelopedat
ＷＲＯＮＺ
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ない。それ故，本装置による測定は突出してい

る繊維束の評価として利用する。本装置の外観

をFig.１に示し，略図をFig.２に示す。

とし，この時のスキッドと布との接触面積は

0.33ｃｍ２となるため，圧力としては890Ｐａを採

用した。得られた信号はデジタルメモリーレ

コーダー（日置電機；メモリハイコーダ8801）

で記録し，また信号を数えるためのパルスカウ

ンター及び信号の面積を算出するインテグレー

ターを用いた。測定時の様子をFig.５に示す。

２－３改良オーデイオピックアップ

オーデイオピックアップに用いられている針

を改良し，針と突出繊維との衝突により得られ

る信号を増幅し解析することにより，帆ちくちく

性〃の客観評価を試みた。改良オーディオピッ

クアップの様子をFig.３に示し，針が布上の繊

維と衝突するモデル図をFig.４に示す。試料は

レコード盤と同様な円板状（直径29ｃｍ）とし，

ターンテーブル上を定速（可変であるが今回は

12ｃｍ/s)で回転する。針と布接触面との垂直距

離は針両側に設けたスキッドによって可変であ

るが，得られる信号はこの距離に大きく依存す

る。今回は0.2ｍｍ一定とした。スキッドの圧力

はピックアップアームのバランスおもりによっ

て可変であるが,信号の安定性の観点から3.0gｆ

Fig.５Appearanceofthemodifiedaudiopick-up
systemforfabric“prickle'，measurement．

２－４主観評価

布の、ちくちく`性〃について，官能試験によ

る主観評価も行なった。判定者としては，繊維

製品の試験研究に５年以上の経験を有する者を

６名（男女３名ずつ）選んだ。《ちくちく性〃と

しては単に帆皮膚をちくちく刺激する感覚〃と

定義し，２種類の布を比較してよりちくちくし

ない布を選ぶという一対比較法'3)に従った。判

定者は布のⅢちくちく感〃をくちびるや前腕に

軽く触れたり滑らすことによって決定した。判

定する布の順番は乱数表'4)に従った。FigBAppearanceofamodifiedaudiopick-up
head

|叩goPa） ２－５試料

実験に用いた試料をＴａｂｌｅｌに示す。これら

はいずれも（カシミア以外)クロスブレッドウー

ルを含んでおり，含む割合によるⅢちくちく性〃

の相違を検討するつもりで選んだ。サージはホ

ゲット（１年未満の幼い羊）より刈り取った

100％クロスブレッドウール疏毛糸からなって

いる。プリペラは二重織り構造をしており，表

側にはクロスブレッドウールが現れ，裏側には

二ｒ
Ａ

Fig.４Amodifiedaudiopick-upheadtocatchan
protrudingfiberonfabricsurface．
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フォードの場合，表側にクロスブレッドウール

が多く現れている。突出繊維の量が多い方を上

にした時に厚みが大きく現れていることが明ら

かとなった。これは低荷重下における圧縮試験

では，突出繊維が曲げられる時の力を検出して

いることを意味している。突出繊維の量が多い

方を下にした場合,布の自重(２－４Ｐａ)によっ

て－部の突出繊維は圧縮する以前から曲げられ

ているため，力として検出されずに厚みが小さ

く現れることになる。表と裏で突出繊維に違い

がある場合にはこの方法でその差を明らかにす

ることが出来る。

メリノウールが現れている。ブラッドフォード

の場合，表側にはクロスブレッドウールを使っ

た横糸が多く現れ,裏側には綿の縦糸が多く現れ

ている。布表面の突出繊維の典型例(サージ，ヘ

リンボーン，トロピカル)をFig.６に写真で示す。

TablelDetailsofSamples

Ｗeight
(g/ｍ２）

ＹａｍｓａｎｄＦｉｂｅ田

(tex）い、）

Ｎｏ．Ｎａｍｅ Ｓｍｒｔｎｍｓ

Ｗａｒｐ；Ｒ110/２－３４脚m
Weft；Ｒ110/２－３４〆、

Ｗａｒｐ；Ｒ37/２－２２脚mi3ends
R135/２－３５/、；lend

Weft；Ｒ37/２－２２脚、；3endS
R135/２－３５ｍ；lend

Warp；Ｒ83/２－２２脚、４０％/35且、
６０％

Weft；Ｒ83/２－２２脚、４０％/35脚、
６０％

Ｗａｒｐ；Ｒ20/２Cotton
Weft；’Ｒ41.5-22脚、４０％/35脚、

６０％

Ｗａｒｐ；Ｒ37/２－２２JHm
Weft；Ｒ41.5-22J、４０％/35匹、

６０％

Ｗａｒｐ；Ｒ125/２－ｍｍ
Ｗｅｆｔ；Ｒ129/２－ｍｍ

342

275

ｌＳｅｎｇｅ２/2-tｗｉｌｌ

２囲丘ipera

248３HerTingbolRe2/2-tｗｎｌ

畑
１

３

７
９

１
１

４RTzrlfbral/3-tｗｉｌｌ

５TTopicalP1am

６CnQlwvw℃２/2-twill

Serge３

Puripera

Bradford

Ｚ

、
△

Serge(Ｂａｃｋ）

１

ユ
ワ
。
－

Ｈｅｒｒｉｎｇｂｏｎｅ

▲／
'

０

２．０１．５１．００．５

Thicknessomm

Thecompressionalpropertiesoffabrics
havingdifferentdegreeofhairinesson
theirfaceandbacksidesurfaces．

Ｔｒｏｐｉｃａｌ

Fig.７
ＩＤ

Ｏ１cm

Surfaceappearancesoftypicalthreesam‐

pleswhichhavemuch，ｓｏｍｅ，andfew
protrudingfibers．

Fig.６

３－２突出繊維のレーザーカウント

ＷＲＯＮＺレーザー毛羽メーターで測定した

突出繊維の繊維束の数をFig.８に示す。この繊

維束１個は２－３本の繊維からなっていると考

えることが出来る。レーザー光は布の縦方向及

び横方向に走査し，両者の平均を求めた。基準

となる位置，即ちFig.８の横軸のゼロ点は以下

のように決定した。一回の測定でデイテクター

で計測されるレーザー光の総量は，レーザー光

の垂直位置が布表面から離れており突出繊維量

が少ない場合には,ほぼ一定である。しかしレー

ザー光の位置を布表面に近づけるにつれて繊維

量が増大するため，繊維によって遮られるレー

３結果

３－１低荷重下における圧縮試験

布の低荷重下での圧縮試験をすることによ

り，一部の布で布の表を上にする場合と下にす
る場合とでは，厚みに差が生じることがわかっ

た。Fig.７にその結果を示すが，圧力５Ｐａ以下
の領域では圧力一厚み曲線が異なっている。

サージの場合，表側は仕上げ処理時にせん毛工

程を経ているため，突出繊維の量は裏側に比べ

て少なくなっている。プリペラやブラッド
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サージとブラッドフォードについて表と裏と

の違いをFig.９に示す。サージは裏の方が，ブ

ラッドフォードは表の方が多くの突出繊維を有

している。この結果は低荷重下での圧縮試験の

結果と一致している。ブラッドフォードは他の

布に比べて布表面からの高さ依存性が大きく，

繊維長の短い毛羽が多くあることが示されてい

る。

ザー光の量が増し，デイテクターの計測値は減

少する。レーザー光（直径0.3ｍｍ）の半分が布

の断面で遮られる点で，ディテクターの計測値

は約１／４となった｡そこでこの点をゼロ点と決

定した。

Ⅱ

０
５

０
５

２
１

１

Ｎ
Ｅ
Ｕ
－
．
、
。
．
。
』
ｏ
』
の
ロ
ー
」
←
。
』
④
Ｃ
Ｅ
コ
ヱ nｈＪ

Cashmere

Serge(Back）

Puripera(Face）

Herringbone

Bradford(Face）

Ｔｒｏｐｉｃａｌ

３－３改良オーディオピックアップ

ピックアップの針が繊維と衝突した時に得ら

れる信号の典型例をFig.１０に示す。サージの

場合，Ⅲちくちく感"の強い布であるが，突出繊

維の数は多く信号の出力も大きい。一方，カシ

ミアの場合,剛ちくちく感"は全く無い布であり，

突出繊維の数は多いが，その信号の出力は小さ

い。１つの信号は針と１本の繊維との衝突を表

しており，Fig.１０の横軸を100倍に拡大した典

型例をFig.１１に示す。単位時間当りの信号数

0
０ 0５ lO

Heightomm

1.5 2.0

Fig.８Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｆｉｂｅｒｇｒｏｕｐｓｏｎｆａｂｒｉｃsur‐
facemeasuredbylaserbeam．

Fig.８より表面上の突出繊維の量について布

の順位をつけることが出来た。例えば，基準点

より0.8ｍｍ高い位置で考えると，突出繊維の

量は，カシミア＞サージ(裏)＞プリペラ(表)＞

ヘリンポーン＞ブラッドフォード(表)＞トロピ

カルの順位となる。トロピカルの突出繊維は極

めて少なく，カシミアには繊維径は細いが多く

の突出繊維があることがわかる。

Ｓｅｒｇｅ
(Back）

－－~-トー~L－戸一一一一砦司一一戸一一一一一 Cashmere

uB

O２００，ｓ

FiglOExamplesofsignalsobtainedfromtwo

differenttypesoffabrics．
１１０

５
０

５
２

１
１

ｗ
Ｅ
Ｕ
一
．
い
□
『
５
」
ｏ
」
の
ロ
ー
」
←
。
』
の
。
Ｅ
ゴ
ー

ge(Back）

ge(Face）

dford(Face）

dford(Back） Serge

Sｅｒｇｅ

０

００５1.0１．５２．０
ＨｅｉｇｈｔＪｍｍ

Ｆｉｇ９ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｆｉｂｅｒｇｒｏｕｐｓｏｎＳｅｒｇｅａ､d
Bradfordfabricmeasuredbylaserｂｅａｍ．

-

０１ｍｓ

ＦｉｇｌｌＴｗｏｔｙｐｉｃａｌｅｘａｍｐｌｅｓｏｆｓｉｇnalobtained
fromafabric．
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'よパルスカウンターで計測し，単位時間当りの

信号と基準線との間の面積（積分値）は整流及

び積分回路を設けたインテグレーターで算出し

た。

信号の出力は針の移動速度に比例しており，

繊維との遅い（12ｃｍ/s)衝突によって針が曲げ

られた状態からの回復振動速度を表している。

針の速度対時間の関係は振動子の減衰振動ある

いは臨界振動領域に相当していると考えること

が出来る。すると振動子の運動方程式は：

Ｍ鵲+鵯+Ey=0………………(1)
但し，Ｍ；振動子の質量，Ｃ；振動子の粘性

定数，Ｅ；振動子の弾性定数，ｙ；振動子の変

位，ｔ；時間

減衰振動をする場合，(1)式の解は1s)：

ｙ(t)＝Ａｅ~αtcos(のt－６)…………………(2)

但し，α＝C/2Ｍ，の＝,/-,1面=て＝/2Ｍ，Ａ，

。；定数

針の変位は始めの衝突時に繊維によって与え

られる力；Ｐに比例すると考えられるから：

ｙ(O)＝AcosJ＝ＫＰ……………･…･……．(3)

幕(t=0)=…-…=Ⅲ………(4)

ノ「し幾二.t=y(｡｡)-y(0)=-KP…………(5)
それ故，信号と基準線との間の面積(積分値）

は針が繊維によって押された時の力に比例して

いる。即ち本方法では，突出繊維の本数と繊維

が支える力を検出していることになる。臨界振

動をする場合も(5)式と同様な結果が得られ

る。

信号の校正はナイロンモノフィラメント（直

径；８０ｍｍ，ヤング率；３．６×109Ｎ/ｍ２）を用い

て行なった。長さの異なるナイロンモノフィラ

メントを塩ビ円盤上に樹脂で垂直に固定し，布

の測定と同様にピックアップの針とナイロンと

を衝突させた。ナイロンはFig.１２(a)のように

片持ちはりと同様に曲げられ，その反作用で針

が力を受けると仮定して測定した。その結果，

得られた信号の最大振幅及び信号の面積はナイ

ロンの有効長の３乗の逆数に比例し，片持ちは

りの仮定が正しいことを確認でき'6)，信号の出

力を校正できた。、ちくちく性"が高いと思われ

るサージやプリペラ（表）から多く得られた信

号の最大振幅は，突出繊維が針を押す力として

０５－０６，Ｎに対応した。

巳

↓

１
(b）ＥｕｌｅｒＣｏＩｕｍｎ

ＴＴ３ｄ４Ｅ

ＰＥ＝万百5-丁

(ａ）Cantilever

Rg＝型旦
６４Ｌ３

Figl2Modelsofloadedcantilever(a)ａｎｄＥｕｌｅｒ
ｃｏｌｕｍｎ(b)．

Garnsworthyら5)は咽ちくちく性"の原因とな

る突出繊維のバックリング（座屈）力として，

１，Ｎなる数値を提出しているが，この場合は

繊維に垂直に触れる場合を考えFig.１２(b)に示

すオイラーの長柱'6)で求めたものである。

片持ちはりの末端に変位ｘを生じる時の力

ＰＣは：

ＰＣ=響x………………………………(6)
一方，オイラーの長柱が座屈を生じる時の

バックリングカＰＥは：

Ｐ厘=祭………………………………(7)
但し，Ｅ；物質の弾性定数，Ｉ；慣性モーメ

ント(直径ｄの円形棒の場合,Ｉ＝元d4/64)，Ｌ；

はり及び長柱の長さ

繊維を垂直にバックリングさせる力と水平に

押す力との比は：
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ＰＧ/PC=筈…………………………(8)
今回の校正ではＬ；1.7-2.7ｍｍ，ｘ；

0.4-1.1ｍｍの範囲であり，ＰＥ/ＰＣは2.1-3.9

となる。布表面上の実際の突出繊維は垂直とは

限らず,また布との関係もそれ程単純ではない。

しかしながら，帆ちくちく`住"の原因になると思

われる繊維のバックリングカとしては，

1.3-2.3,Ｎとなり，Garnsworthyらの結果と

似た値となっている。

Ｔａｂｌｅｌの試料について0.1,Ｎ以上の信号

の数及び積分値を求め，その結果をＴａｂｌｅ２に

示す。剛ちくちく性"の原因となる突出繊維は針

を押す力が強いため，信号の振幅値が大きく，

また積分値が大きくなると考えられる。そこで

１信号当りの積分値も算出しておいた。

いため表と裏に分けて判別しなかった。６人の

判定者間の一致性係数'3)は0.50(最大；１．０，最

小；-0.2)であり,極めて良く一致していた(有

意水準；0.1％)。主観評価による布の等級を

Table4に示す。プリペラ(表)やサージは極め

て帆ちくちく性〃が強く，カシミアは全くⅢち

くちく〃しないと言える。

Table４ＴｈｅＣｏｌｕｍｎＴｏｔａｌａｎｄＲａｎｋＯｒｄｅｒｆｏｒ

ｌncreasingPricklinessforEightFabrics

Fabric ColumnTotaPRank

ｌ：Serge

２：Puripera(Face）

３：Puripera(Back）

４：HerTingbone

５：Bradford(Face）

６：Bradford(Back）

７：Tropical

８：Ｃａｓｈｍａｅ

皿
師
卯
〃
〃
、
ｕ
２

７
８
４
５
５
２
３
１

Table２NumberandAreaofSignalsObtained
byAudioPick-upHead

・Thenumberofagreementsbetweenjudgesthatthefabricis

moreprickly．ＮｕｍｂｅｒｃｆＳｉｇ
ｎａｌｓ

ｉｎ５ｓ２ｍｎｄｇ

ＭｅａｎＳＤ．

ＡｒｅａｏｆＳｉｇ
ｎａｌｓ

ｉｎ５ｓｅｍｎｄｇ

ＭｅａｎＳ.、．

Ｎｏ． Fabric
Area／

SignaI

Serge(Face）
Serge(Back）

Puripera(Fｍｅ）
Puripem(BaclO

Her面ngbone

BradfCrd(Face）
BradfOrd(Back）

Tropical

CudnmPTe

５５

７７

９４

８８

７１

８６

７７

６．０

２２４

３
９
０
３
５
０
１
３
０

●
●
●
●
●
●
●
■
●

５
６
９
９
４
１
８
２
４

１
１

630

1004

1035

４３９

８４１

６７１

２９７

３５

７２１

別
兜
乃
皿
師
祀
弼
ｕ
卯

１
１

１
０
０
０
８
８
９
８
２

●
●
①
●
●
■
●
■
●

２
３
１
５
１
７
３
５
３

１
１
１
１

２
３
４
５
６

４考察

布のⅢちくちく性〃について３種類の方法で

客観的評価を試みたが，改良オーディオピック

アップによる技術が最も可能性が高そうであ

る。Ｔａｂｌｅ２に示した１信号当りの積分値と主

観表価値との相関をFig.１３に示すが，両者の

相関は極めて高い（ｒ＝0.89）と言える（有意

水準；１％)。、ちくちく感〃が突出繊維の数と

は－致せず，また全積分値とも一致せず，１信

号当りの積分値と一致することは，、ちくちく

感〃が曲げ硬い突出繊維に依存していることを

意味している。繊維の硬さは片持ちはりの場合

もオイラーの長柱の場合も，(6),(7)式からわか

るようにともに繊維径ｄの４乗に比例するた

め，繊維径の太いクロスブレッドウールは、ち

くちく感〃の原因となる。しかし，ともに突出

繊維の長さＬの２乗あるいは３乗に逆比例をす

るため，仕上げ処理の工夫によって抑制するこ

３－２主観評価

一対比較で行なった主観評価の結果をTable

３に示す。プリペラやブラッドフォードは表と

裏の区別が一目でつくが，サージは区別できな

Table3TheNumberofJudgesWhoConsidered
theRowNumbertobeLessPricklythan
theColumnNumber＊

１２３４５６７８

１：sergE

２：PuTipera(Face）

３：Puripera(Back）

４；HerTingbone

５；Bradford(Face）

６；Bradfmd(Back）

７；Tropical

８；CashmerE

６ １１３００

０２２１０

５３０３

１３０２

３３０２

６６６２

３４４４

６６６５５

０
０
０
０
０

０
５
５
３
６
６
６

５
４
４
５
６
６

・Forexample,５judgesconsideredthePuripera(Back)fabTicIesspTickIythan

theSergefabTic．
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とが出来る。ツイードやニット製品で行われて

いる起毛などはこの例であろう。布のセットを

ソフトにしたり，糸のよりを弱めることも有効

な突出繊維長を大きくすることになろう。

て３種類の客観評価法；低圧下圧縮試験，レー

ザーカウント，改良オーディオピックアップ，

及び主観評価法により検討した結果，次の結論

を得た。客観評価法として最も可能性の高い方

法は改良オーディオピックアップであり，針が

１本の繊維と衝突した時に生じる信号の積分値

が主観評価法と最も高い相関を示した。突出繊

維の数は必ずしも帆ちくちくＷとは関係せず，

数は少なくても大きな力を支えられる太い繊維

の存在が皮膚に帆ちくちく感〃を与えることが

示された。

｡

｡

〆。
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1０

５
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Ｅ
ｍ
－
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ｍ
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』
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｡
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Figl3Thecorrelationbetweenobjectiveprickle

（ｍｅａｎsignalareaperfibercantactas

measuredbyamodifiedaudiopick-up）

andsubjectiveprickle(columntotal)．

トロピカルの場合，硬い繊維を約30％含んで

いるが，毛焼き，せん毛などの工程によって突

出繊維の数を抑えることに成功している。

Ｔａｂｌｅ２のデータとFig.８の結果とを比較す

ると，オーディオピックアップで得た突出繊維

数とレーザーカウンターで得た繊維束数とは良

く一致していることがわかる。剛ちくちく性"を

全く感じさせないカシミアには細い突出繊維が

多数存在していることがわかり，興味ある情報

である。Fig.８の結果からは基準点からの高さ

によって突出繊維の分布の違いも示唆される。

ブラッドフォードは短い毛羽は多いが長い突出

繊維の数は少ないことがわかる。オーディオ

ピックアップを用いても,針と布接触面(スキッ

ド）との距離を変えることにより，レーザーカ

ウントと同様な情報が得られる。
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